
嘉永 6 年の「富山藩薬品会」開催とその出展品

ー越中での柚物的本京学受容の視点から一

吉野俊哉
＊

はじめに

近世以降、 売薬を主要産業とした富山湘にあって、 生菜学としての本：＇店学がその品質

と直結する実学として重視されてきたことは度々指摘されてきた 110

しかし一方で近世中期以降、 本？店学は様々な要困から生薬学の範囲を超え、 物泥学·

栂物的な内容へとシフトしながら隆盛してゆく。 貨山湘内でそのような本邸学がどのよ

うな人々によって受け入れられていたのかは、 江戸本：,�'(学とのつながりが深いi前 田利保

の個人的な業組を除いて、 これまでほとんど論じられて来なかった。

硲末期富山器内での本的t学の水準がわかる出来事に、：嘉永6年(1853)の「窟山湘薬

品会」 !,Hiltがある。 その·F実については知られているが、 出展品の内容にまで踏み込ん

だ論考はまだない。

喰者は、 立山t瑚物館の平成11年度秋季特別企画展に伴う，凋査の中で、 同薬品会の出展

目録「富山沿薬品会目録」J已叔名称から出展品の推定を試みたel。 その結果、 越中での

栂物的な本内'(学の展IJ/clに閃して、 二つの事実が明らかになった。

一つは、 これまで「薬品会」という名称のためもあって「薬]','C • 薬石など」と一括り

で紹介されていた出展品の実態は、 実際には生薬類が主体ではなく、 同時代に各地でIJfJ

かれた同種の1花し（以下、「物産会など」という）と同様、 若し0ぶ物的な内容であっ

たこと。 もうーつは出展品の産地が他国、 海外など多岐に亘っていると同時に、 越中で

の1月他を特徴付けることとして立山を中心に採染された記j山梢物類の出展が多数見られ

たことである。

これらの:�Ji:実から「閻；山湘薬品会」とは、 越中国内だけを収梨の対象に、 限られた好

•Jj. 家がIJHfltしたものではなく、 その時代の全国的な梢報ネットワ ー クの中にあってIJ/J椛

し得たものだったこと、 同時に越中の風土 ・ 地域性に因った内容も価えていたことが説

みとれる。 そしてこのポ実からは、 硲末の越中でそのような会がiJfJかれた慈図は何だっ

たのか、 という新たな疑問も生じる。 この「＇畠山湘薬品会」IJ�H化を、 硲末期の越中本京
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学の一つの到逹点と見るならば、 その実態を明らかにすることは、 越中での栂物的な本

)'i'(学の屎1北］を知る上で爪要な手掛かりを与えるだろう。

そこで次？筏以下、「＇富山湘薬品会」開iii:の尖態を、 同時代の物発会などのl)f.li
l

it事例と

の比蚊、 富山湘内での位?,'.づけ、 そして「富山蒲 薬品会目録jに；l必る出展品の種類やそ

の殺地の特徴から考察する。

各地での物産会など開催例との比較

1 . 1 物産会などの開催状況

宝肝年間頃から物産会などを開く動きが見られはじめ、 硲末まで三都を中心に多数IJl」

かれた。 目録、 日品などの記述から確認できるIJfJilll例31 を年鉗に並べると、 大きく見て

そのプー ムは二回、また1井Jiltのピ ー クが三つ見られる。泣初のプー ムは宝ffi-8年(1758)

頃から明和4年0767)頃までの約10年11:Jで、 明和元年 (1764)にピ ー クがある。 この

時期、 三都以外では熊本で定期的にJ-!}:jかれている。（付図参照）

その後、 しばらく全くJ;f」かれない時期や、 江戸だけでl!Hかれたという低品］な時）目が続

くが、 文化文政頃から硲末にかけては再）文プー ムが紐き、 天保から滋水頃にもビ ー クが

ある。

その如こは庶民の自然界への1刈心の邸まり、 珍花を求めるl!itl芸プー ムなどと呼応する

かのように、 物逝会などでは、 より幅広い内容とより多くの出展品を求めるようになっ

たが、 これは全国各地にいた同好者による佑報ネットワ ー クなしには成し得ないことで

もあった。 つまり物殺会などの斌と質の記jまりの行後には梢報：欣の拡大と支持111の拡大

もまたあった沢である。

富11」i硲薬品会がIJHかれた滋永6年頃は、 全国的な視野で見ても物逝会などが盛んに1井］

かれたプー ムの中にあった。 それと同時に、 この年は越中本：＇店学史にとっての成呆が

紐々と現れるiJi要な年代でもあった。「奇j「＇：小区IJ、「本双通串」の刊行、 利保の金剛党

山での採薬行がこの年に行われている。越中での本刃
＇

「．学へのl¼l心の翡まりの現れとして、

これらが北中しているのは偶然とは思われない。 富山i硲薬品会の1附mは必然的にその様

が熟していたと兄ることができるだろう。

1. 2 物産会などの特徴と主催者

通常、物産会などの会楊では持ち寄った出辰物の鑑定・検討が行われていた。 これは、

この種の会が元米、 本芹に閃するセミナ ーから発展する過程で、 ずっと目的の一つとさ
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れてきたことであった。

当時、医術や菜方などの知，識や技術が、秘伝として子弟だけに伝授されることが多か

ったのに対して、このように多数の同好者が一堂に狛まり知識交換を行うこと自体、新

しい発想による活動であったと指摘する見方＂ があることからも、このような活動の慈

義は大きいものであったと考える。

また、物韮会など憐Ji化の目的は、主1枇者の意向、1月他地の土地柄、時代性などの要索

によって様々な恨IJ面を持つものであった。 例えば 「研究会• 生薬などの兵既、品質を検

討するもの」、「見世物 ・ 一般庶民に珍物奇品を見物させるもの」、「実習・実物を使って

子弟に知哉を与え識別眼を投うもの」、「天産物見本市・殺物開発も視野に入れたもの」

「品評会· 好事家が収尖した物品の1憂劣、審美を行うもの」 などである。 そこには、1m

他の定式は整っているが規校や趣旨も様々であった、近世本]';'(学に依拠する物産会など

の実態が見えてくる。

■開催のタイプ

主催の主体で見れば、好・•j.;:家・同好者による結社や学熱が主1/t.したものと、湘の医学

校などが主催したものとの2タイプに分けて考えることができる。 出展物の領向を目録

から見る限り両者とも大差はないが、·1i1i者の中には主催者の慈向で、出展品を岩石に限

定して品評する 「奇石会」や、出展品のテ ー マを決めた企画性のある会を行う例も見ら

れた。 また後者では、その稲が進める物産IJl」発・殖泥邸業政策に直接的に結び付くもの

であったり、湘の医学館に学ぶ者にとっての教育面にも資する意味から、実習や研究会

の意味合いが強かったように思われる。

このような他しは先ず三都で,:!り後して始まり、のち地方都市でもIJHf化されるようにな

った。 一口に三都と己つても、それぞれに地域的な特徴が見られた。 江戸では医学館

濯湛館）でコンスタントにUr」かれていた他、初期には平質源内、田村磁水、後年には

福井春水など、会主を務める力斌のある者が現れる。 また他国から様々な階培の人々が

流入することで、当然この分野に1刈心を持つl砂も駆く、また会の開催を求める声も大き

くなっていったのであろう。 それは時代が下ると他の地域に救べて輿業的、見せ物の要

索が強くなる点に表れている。

京都は本京学熱の伝統の上に成り立っていた。 京都医学館主1/ilの例もあるが、内藤削

甫、水野皓山、百々俊迫などが市中の寺院などを会楊に度々IJ}.Ji韮している。 中でも特喰

すべきは山本亡羊以降の浜：苔室物産会で、文化年間から硲末までほとんど毎年UHかれて

いた点は注目される。 また大坂では宝歴頃には戸田斎、硲末にかけて栗山藩］他、小林正
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見、 岩永文禎などが頻終に併lいている。

その他に名古足では、 天保3年から尾板医学直店がIJrli枇した他51、 本収学へのl¼J心が拡

がると市井の本］作家が「袢百社」という同好会を作り頻繁にIJfJi化し、 硲末にかけて三都

に次ぐー大IJf.Ji化地となった。

ー方でそれ以外の都市でのIJfH花は和歌山、 熊本、 糾井、 伊勢などで複数回、 富山、 蛉

崎などでは一回が品録に残るだけである。

当然、 物産会などが/)fJかれた都市にはその主体となる人々の他に、 それを受け入れる

ある程度の同好者},けが存在していなくてはならない。 三都はともかく、 一般の同好者／悦

がそんなに厚くはない地方都市での間他となると、 京都で本:,店学を修めた者が地元に帰

って憐Jいた伊勢 ・ 長Iii侶豹の例を除いては、 湘の医学館などの組織が主体となるか、 或

いは主祁して耕Jililした例が多い。 熊本、 和歌山、 福井でのIJHiiiF1はいずれも藩の医学館

が主佃したものだけが品録に残っている。

地方都市での/)f.Jf化という点で、 富山湘薬品会はこれらのケ一スともまた若千保ってい

る。 当時富山湘には医学餡の組織はなく、 そこで学ぶ者を支持屈とするタイプにはなり

得なかったし、 市中で会主を務めるほとの本京家もまた存在していない。

このような土地で物逝会などをIJHi枇するためには、 まず、 開催を主祢する者だけでは

なく、 それ以前から支持府を脊成、 或いは組織する者もまた必要であったと考えられる。

当時の越中は、 元薬を生業として生菜に触れる機会の多い土地柄だったように思われ

るが、 そのことが、 湘の劣囲気を自然と物産会などのIJHf忙へ向かわせることはない。t成

物的な内容を付加させ、 物殺会に結実させる大役は、 その知識斌と彩惣力を考え合わせ

れば前田利保以外には考えられない。 彼が窮山湘薬品会を/)fJくために、 表向きどれだけ

主祁的な立楊に立っていたのか記録は残されていないが、 盆山という土地でこのような

会を1化すためには、 利保による強力な主唱と、 いろいろな機会をとらえて1悶係する知諜

を普及させるといった支持J•:1の育成が不可欠であったと考える。 そう見ると、 結果とし

て、 器の内部からIJfJ他の動きを見せた点で、 富山湘薬品会は湘医学館が主祁したタイプ

に近いものであったと考えられる。

地方都市での物産会などのIJrli枇では、 強力に雅進する者、 ある程度の支持）1'1の存在だ

けではなく、 その他に時代や土地柄の影秤もまた指摘できる。

例えば、 熊本湘での物産会などは宝R芥8年(1758)に始まり、 熊本湘医学校再春館で

は3回開かれたが、 これは地方都市としては泣も早い例である。しかし明和元年(1764)

を最後に全く途絶えたのか、 或いは規校の縮小などで記録に表れなくなったのか詳紺lは

不明だが、 それ以後のl!f.Ji韮品録が残されていない。
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この熊本湘での物産会は、IJ}Jf紐を椎進した村井柘寿�· が医学校再春館の中心にいた時

代に開かれたもので、 のちに彼が吉益束洞へ入門のため熊本を出て・尿都に行く時期と、

憐liii直，；じ録が表れなくなる時期がほぼ一 致する。 村井の後に、 湘で物産会などの開催を推

進する中心人物が現れなかったためとも思われるが、 そう見ると医学館という組織での

開1mであったとはいえ、 実務的にはかなり強力な個人の査質に負う部分が少なくないよ

うにも思われる。

また別の例として、 加賀稲では本双学に造澁の深かった蔀田網祀以来、 稲生若水、 向

井元升、 内山筵仲などの学者が全国レベルの質の似jい成果を残しているが、 結局物産会

などをIJ:,Jく方向には向かわなかった。 つまり、本］
＇

［研究のレベルの位jさは1井j他の勁きに

必ずしも辿勁していないこともある沢である。

富山湘と加賀溜を比•I攻した1]）j合、加質蔀で物産会などを閲く動きがなかった理由は三

つあったと考えられる。 ーつは市中や湘の中心に富山活での1前田利保に当たるような、

強力なi)}.j他の椎進者がいなかったこと。 もうーつは、 加賀本双学の中心にいた前田綱紀

の時代（在位1642~1722)が、 全国的に見た栂物的本翔学の隆盛の時代よりも早く、 加

質本:i'?学l径盛とtしり物的な本}','(学を承けた物殺会隆盛が時代的にかみ合わなかったこと。

そして最後に、 高度な知識や技術があってもそれを秘伝として伝授することに終始し尺

柚物的な本京学支持｝＇，沼の広がりが見られなかったことである。

無論、 加質には小野l俎山の教えを受け山本頑：；11: 益とも1対係の深い村松椋左衛門や、 弄

石を迎して木内石；岱と殺交があった禅田随分斎、 堀・友水など金沢の文人がいたが、彼ら

が加鉛裕内で本団
＇

＇
．

．学の知識を共有し、 自分たちの手で物産会などをl)}.j <組栽的な動きに

は至らなかったようである。

このように、 地方での物殺会などの間他には強力な推進者、 支持,�,,、 地域性、 時代性

などのタイミングの揃っていることが必災であったと考えられる。

1. 2 目録の刊行

目録の作成も、 物発会などのI森Ji化で見られた大きな特徴であったと考える。 目録は現

在も写本の形で多数残されているが、 会楊の様子を伝える絵図はほとんど残されていな

ぃ 101。 そのため目録は当時の物産会などの具体的な内容を知る大切な史料となっている。

目録の多くは、 ほぽ共迎して出展品名（炭名を附品する楊合もある）、 出展者、 産地、

数焼などを品している他、「上・中 ・ 下品」などの評品が：芥き加えられている場合もあ

るが、ほとんどの拗合出展品には解説がない。 また、品叔は出展物による分類ではなく、

出展者別がほとんどである。 この時代には、 品物は人に付くものとして認，載され、 出展
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品自体の種別分類ではなく、 誰が何を出展したかという品録を軍視していたためと考え

る。 それは恐らく、 品物の名称は、 各地の物殺会などの目録等を迎して共辿名称が定め

られていったとしても、 品物の種別分類の大系をわ点準化する意磁に欠けていたためでは

なかったかと息われる。 この時代の本．窄学は、 西洋梢物学での種の分類などの彩特を受

けていたとは口.ぇ、 天涯物全体を体系的に分類して品叔する滋品と、 そのような目緑の

必然性については、 まだ希iWだったと考えられる。

目録作成の時期については、IJflili:に併せて刊行し、当日それを見ながら鑑定したのか、

それとも当日鑑定した結呆を後日にまとめて目録としたのか、 どちらの例も見られ、 何

れが通例なのか述断できない。 だから目録のが文、 祓文などに品された日付がそのまま

目録の刊行日なのか、 会のUr-Jilt日だったのか即断するのもまた難しい。

会に先立って刊行した例には、 尾張の本:,·れ学結社袢百社が天保6年 (1835) 3月にIJfl

いた本:,·;,:会の目録があり、 小引には同年2月の日付で「今先録其所具若干種以上梓、 且

迎送於各地同好以告之目録刻成之、 後澁家隆；；；；C具致者更侯続刻」とある。

またIU� 会後の刊行では、大坂で戸田斎らが宝歴10年(1760) 4月15日に会を催した際、

その品録「文会録」を5月に刊行。 宝府11年(1761) 4月に京都で岩田脊巖が催した会

の記録 r祁鞭余録jは9月になって刊行されたなどの例がある。

評諮については、「文会録」には「上品」の，］平はあるが、「中 ・ 下品」の乱益件がなく、

＂者鞭余録」では「上 ・ 中 ・ 下品」三種の評語が品されている。 何れも会期中に行った

品評の結呆を品したものと考えられる。

また、 会期後の刊行であるが、 宝肝13年0763) 7月に平賀源内が刊行した r物類品

阻］は、 その前年までに田村藍水らと開いた過去5回の物瓶会などの出展品から巫要と

思われる品を返んだもので、 他の目録とは辿い出展物を種類ごとに分類して解説し、 絵

図も多くを叔せている特徴的な内容である。

「富山甜薬品会目録」では「引」に滋水 6 年 6 月25日の日付があり、 これまでこの日

付を以て開催の期日と見なされてきた。 しかし同目録が「文会録」、「格鞭余録」位］様に

印刷し刊行されたものであること、 内容に「上品」との評語，記載があることから、 会の

中で品評を行ったと考えられるので、 必ずしもそれが開催日時とは一致しない可能性も

否定できない。

1. 3 利保との関係

喰者は富山絣薬品会に際して前田利保は、IJ削韮を主祁する役と、 支持培を脊成する役

を兼ねるような立楊にあったと見る。 利保の稲内での本序学に1児わる様々な動きを改め
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て整理すると、「富山湘菜品会」とは滋永6年にl!tlかれた一回のみを指し、 他に1刈辿す

る勁きがあったのではないか、 という疑問が生ずる。 史料の中には、 単に「薬品会」と

呼ばれた1化しと、「富山湘薬品会」と呼ぶ他し、 その他に湘の産物方が催した国産陶器、

織物などの展示会IJ財化が混同したまま引用されてきた可能性が考えられるからである。

利保と本］罪学の関わり品した基本史料は、 利保の随喰 r,犯澤公御l迎ぐI'dの他には「故

富山侍従兼長門守前田利保行略」（以下「行略Jと略記）、r荊田氏家乗」（以下、「家釆」

と略品）などがある。 この二·lllJ-はいずれも明治になってから：内かれたもので、 細部に傍

証をとれない点を含むが、 以下、 利保と本：,·;,: 学にl刈する動きを史料から抄出し整理する。

■家臣や薬種商人に本草学の知識を苦及させた

城内の納涼所という垢所で、 利保は家臣、 湘医に対して定期的にl紺学、 本双学を教え

ていた。 また菜舗から薬種の鑑定依頓があればそれを行った。

毎月日ヲ刻シ近臣二1洵学ヲ教授シ城中ノー卒納涼所卜名ケル所二臨ミ医師

ヲ緊メ本芍ヲ ，溝シテ之ヲ聴カシム 「行略j

毎月日ヲ定メテ臨場ス薬舗等ヨリ薬柾ノ鑑定ヲ詞'iフ者アラハ之ヲ ，�!fス

「行略J

結果として、 この活動を迎した本刃
＇

「．学に1対する知識の啓発が、 富山湘薬品会IJrH化のた

めの支持},;和の宥成に繋がつていったと見る。

■東田地方に藩の薬草固を設芭し、 そこに大小軒と称する建物を建てた

■大小軒では売薬商人が集めた品物、 陶器、 織物などを並べ、 藩士や庶民に見ることを

許した

「大小軒」がどのような施設であったのか、 その存在についての具1本的に記緑はない。

城束束田地方村二数千歩ノ地ヲl森lキ薬京!�,Jトナシ中央二大小粁卜称スル桃

屋ヲ建設シ中二怨薬者府ラセシ物品井二陶器織物等を/J船列シ士民二縦屁

ヲ許ス頗ル今ノヤぶ屁会二似タリ 「行略j
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■藩に産物方を設芭した

「産物方」の実態、 施策についても全1本像が掴みにくい。

又涌次工業ヲ張ランコトヲ欲シ治下丸山二場ヲ設ケ陶器ヲ造ラシメ尋イテ

瑞臣藤沢兵衛ヲ山城西陣．二造ノヽシ織物ヲ伝習シ遥ルニ及ンテエ人ヲ半ヒテ

来ラシム 『行略j

『八尾町史」によれば、 利保は器政の刷新と国産を典す為に露山城内に産物方を新没

し、 兵体的施策として陶器、 裕物、 機業、 薬．—，•れの制作栽培をすることを定めた。

陶器製辿については、 婦負郡丸山村の甚左衛門に命じて同村内に工場を設けた。 次い

で針原村、 新川郡束田地方にも陶器工楊を設けた。 また京都西帥から織工を扉い、 錦類

を織らせ、 能装束にする粘巧、 絢爛たる織物を多く作らせた、 としている。

ここにある新川郡束田地方での陶器工場設i府が、 同地にIJfJ設した薬宕·q�l]に併せたもの

であり、 更にその中の大小奸で陶器 ・ 織物なども併せて縦認させたとするならば、「大

小粁」 は物産展示館の意味に解釈できる。 陶器、 織物に限らず、 薬京園で栽培した菜序

の展示も考えられなくはない。

また 一方で、「大日本教育史査科咎十」では「産物方」について、「猶又民庶ノ1;月知

ヲ災シ栂物場ヲ設ケ称シテ産物方卜曰フ」とも記している。 この「 栂物楊」と「物産方」

との関係を知る史料はこの他に見られず、 実態が掴めないが、『大日本教育史査料」の

この品述が、 利保の教宥への取り組み方の中で害かれていることから推定できるのは、

大小粁は場合によって、 恐らく湘校）絞徳館と辿勁して子弟の教育のためにt成物場として

使用され、 それ以外には落が開発に関与した産物を公開するのに使われたものではなか

ったかということである。

産物方の組織と施設の関係については今後の研究を侯ちたい。

■薬品会の開催

22 

嘉永六年、 城東の1尿1地束田地方に一 区を画し、 湘士及ひ医師蔵する所の薬

刃
＇

，．．薬石、 其他珍品奇物を提出せしめ、 且元菜商に命して、 他邦の物発を蒐

狛し、 以て陳列し、 衆庶の知識を開逹せしむ、 始を薬品会と称せらる、 即

ち今の柚物館の如きなり 「家乗」

ここでいう「薬品会」が「＇畠山稲菜品会」を指すか否かという1且H邑も残されているが、
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「東田地方に一 区を画し」 た会拗が、 同地に設骰されていた器の薬双園内と仮定すれば、

大小肝がそれに利用された可能性が悩い。 だが一方で、富山湘菜品会の会楊については、

梅沢町の大法寺とする品述 lll もあり、 断定はできない。

次の史料からは、 滋永六年に薬品会がI開かれ、 それが「窃山甜薬品会」を指すことは

確認できるが、 会拗についての品述はない。

饂i永六年の薬品会］嘉永六年、・1前田利保君の主1化により、 薬品会なるもの

を富山にf;,」かる。 集むるところの物約二百点、 其品目は「富山蔀薬品会目

録」 に記さる。 同目録の原本は利保君の手に成り、 布目、，島の子紙、 木版

なり、 品目の下に記せる姓名は出品人と知るべし、

『越中史料」所収［．嘉永六年の薬品会J 12) 

「八尾町史」の記述、 及び上記二つの史料から考えると「嘉永六年の薬品会」 は「富

山湘薬品会」のことと考えられるが、 産物方の所管で大小粁を会楊にして、 薬種商が余

所で仕入れた薬種、 陶器、 織物などの国産品を展示する機会も、 これとは別に持たれて

いたということになる。

■ 日新会、 物品分種会などのサロンを開いていた。

「日新会」 では、 利保を中心に同好の近習が参加し、 持ち寄った窄木に餃劣を付け、

、政を下賜するという活動を行っていた。 参加者の中には、 富山湘薬品の出展者も含まれ

る。 嘉永5年正月に行った会の品評表が現存するが、 その中では「絶品」「上品」「異品」

「凡品」「雑品」「奇品」(/IIH不同）と6種の評語が用いられており、 相当に詳細な品，；和の

なされたことが想像できる。 また、 同様の趣旨で「物品分種会」という会も行われた 13)

この2つの会の内容、 参加者にどのような迩いがあったのか不明な点が多いが、 これ

らの活動が、 利保の1渕辿した本J'店関係の活動の中で最も柚物的で、 また支持府の脊成に

匝結するものであったと思われる。

これらの点を含めて、 利保の1処係した本平関係の諸活勁は概ね、

①産物方の設ii','.、 ②菜双園の設置、 ③溜士、 湘医への揺義、 売菜裔からの薬種鑑定依頓

への回答、 ④日新会など近習との本京学サロンの形成、 ⑤自らの梢物採梨活動、 ⑥本J','(

：内の編築などにまとめることができるだろう。

そこからは、 本双学の知識を湘の殖産興業のため、様々な施策の中に利用しているが、

これは後述する彼の本序学に対する基本的な考え方と一致する。 そこからは実学に立脚
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しながらも園芸や動物、昆虫なと自然への胚味を失わず、広げていった姿が見てとれる。

1. 4 窃山藩内での「四山藩薬品会」の位巴づけ

富山涸薬品会での出展者は、 ほとんどが甜医と蔀士であったが、 そのような限られた

中に支持陪が形成されていたのは、 同好者の脊成が利保を中心に甜の中心部で士分の内

で担われていたためで、 これは[;}Ji化の中心には前田利保の存在があったことの証左だろ

う。 つまり、IJfHltの主唱と、 それに先立つ支持倍の育成の両方に関わることが可能であ

った利保の存在があったからこそ富山喘薬品会はIJf.Hl.l文できたのである。

富山での本：,·;,: 学といえば、 生薬の見分けなど、 元薬に直接結びつく実学であって、 趣

味の世界へ拡がるものではなかった。 だから却って富山はこのような柚物的な内容を受

け入れる土穣に乏しかった。 多くの湘士や庶民には、 元薬と離れたヤぶ物的な本京などに

ば必要性を感じることは希であったろう。 実利的な面を煎視する風土的な気質からすれ

ば、 本：,·;,: 学はあくまで生薬に『(結する薬学であって、 趣味的なものをそれに含んで考え

ることが憚られたようにも思われる。 ただ、 江戸本ホ学の劣囲気を知る利保とその側近

がサロンの中で、 その!U:界を楽しんだのであろう。

また、，渚史料には「薬種尚に命じて語国の珍奇なものを狛めさせた」という品述も含

まれているが、 これは当時の祁物展示を考える上で輿味深いことである。 但し、 富山喘

築品会への出展者38名の中に、 明らかな薬種尚（町人）と思われる名前は見あたらない

ので、 薬種商が直接出展する形ではなく、 利保自封か、 近習の命で収染させたものとも

考えられる。 出展品には確かに越中以外の産品は多いが、 具体的な出展品については次

漱で洋述する。

l . 5 利保にとっての宮山藩薬品会

本:,·;,:学に関した江戸での利保の行動に、 江戸で物逝会に触れた記述がある。

柴本瑞見硲府逝物会頭タリ又利保卜相交ハリ以テ益友トナセリトイフ

r行略j

此頃栗本瑞見公官の物産会顕たり。 窃に訪れて研究す 「龍沢公御随＇在」

これは、 栗本瑞見＂）が鑑定を務めた江戸医学館薬品会を訪ていたことと思われる。 そ

こでの見 Imはまた窃山湘薬品会にイメ ー ジされたことだろう。 そして、 何よりも江戸で

の栢鞭会の活動が、 利保がめざした富山での栂物的本：•','(学の展I紺のモチ ーフであったこ
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とは1闊辿いないであろう。 緒鞭会の活動は利保の帰国によって消滅していったが、「位；

山滸薬品会」には、 逆に国元に帰ってから格鞭会に託した思いを改めて実行に移す機会

にしたかったという慈図か推定される。『窃山湘菜品会目緑」の引 Jj) (以下、「引」とい

う）の中に・;1�かれた薬品会開1化の趣旨と、 利保が天保7 (1836)年9月25日に起J','(した

「緒鞭会業帆則J (以下、「•I仇則」という）の中に謳った梢鞭会の基本姿勢には似通った

考え方が見られるからである。

先ず、「,1隷IJ」 16) では「以て民用に利する」旨が三回繰り返し述べられているのに統

いて「困以利極其於神補。 翌亦紗浅云乎。」とする。 この言葉は、 自分たちの活動が民

に利する慈味合いの大切さを宜口していると解釈できる。 ー方、「引」でも同様に「非

特脊鉦，；i裟実袢益生民。 燦浅々云乎。」と述べている部分がある、 それらには共通して本

}',',: 学は元来が民用匝生の為の実学で、 様々な品物について検討をするのは、 その兵贋を

正し、 能森を明らかにして民用に利するためのものとする考え方があるようである。

緒鞭会へ持ち込まれた品物や富山湘薬品会の出展物は、 必ずしも人々の生活に結び付

く物ばかりではなかったが、 対象を生薬だけではなく天産物全体に拡大しても本：,·;-,: 学の

本質はl司じという考え方があったと思われる。 要はそれを薬として役立てるか、 また生

活全般のどこかに役立っ可能性
．
を考えるか、 といった迩いと見ていたのではないかと考

えられる。 つまりは、 園芸など趣味の域で生活を敗かにできる物であれば、 それもまた

民に利するとする考え方である。

次に、 出展数については両者ともに「数が多ければよい」との考え方をしてないこと

が挙げられる。

所致品物例雖如此数少為逃、 戒勿濫多

抑出品之彩子弟或病難

「帆則」

「弓1 」

物産会などは時代が下ると、 特に江戸では出展数を競い見せ物に走るようになる。 こ

れはその傾向への戒めと、 物産会などの本来の姿を椋榜する宜言とも見てとれよう。

以上に加えて、 富山湘薬品会耕Hlllの目的には「子弟らに実物を見せ、 物の兵偽をはっ

きりさせる目を持たせる」という実証主義的な視点からの教脊的意義があった。

今也同好於会各出所蔵品論討匡甚使子弟競目繋的淑其名状 「引」

これらの点から、 富山蒲菜品会IXJ1他の意味を次の三点にまとめて考えてみた。

uJ?l
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一つは、 利保の趣味を反映し、 甜内で形成した本了；消．学サロンの延蛭線上にある品，］平

会• 発表会。 また、 湘内で生産した陶器、 織物、 薬種などを陳列する湘産物方の国脱振

輿政策の成采と辿動する中で、 薬種尚との関係を深め、 各地の産物とその佑報を収染さ

せた成采の公i;;」の楊。 そして、 それまで行った湘医や湘士への本:,';'(. I湖学などの謡義の

一端を具体物で確認する実習の慈味である。

いきなり冨山に緒鞭会と同じ意澁を持ち込んでも、 レベルやギャップがあり周りが受

け入れないことは利保にはわかっていたことであろう。 大切なのは、 会のl!H1itそのもの

ではなく、 それに至るまでの知諜の伝授などの「過程」にあったと見る。

2 出展品から見た特徴

2. 1 出展数

目録に，記載された出展品は211点だが、 同種類の品物を別々に出展している場合や、

同類の品物を別名で出展するような煎複例も見られるので尖数はそれより少ない。ただ、

複数の人が同種の品物を出展している瑞合でも、 それが全く同じ物ではなく、 亜種であ

ったり、 涯地、 色、 校様などの微妙な辿いを意溢したりして出展したと考えられる楊合

がある。 そのような出辰の仕方は他の物産会などでも珍しいことではなく、 その方面に

洋しい者が、 その微妙な迩いに評価を加えて鑑定していたと考えられる。

2.2 出展品の分類

出展品のほとんどは天涯物で、 その内生薬は62点。 薬品会とこう名称はこの種の会の

別称であって、 内容は滋永6年という時点で、 相当に
N

l物的であったことがはっきりす

る。

出展内容をその屈性で分類すると1匁11のようになる。（ ）内は出展数。 目録品叔の

出展物リストと個別の分類については付表1を、 また生薬と非生薬の割合については付

表2を参照されたい。
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梢物類 (31) ｛
生 茨：ネiii物性の生茨

(91) 非生薬：観宜用札!物、翡山植物など
(56) 

※不明(4)

天産類丁動物類 (19) ｛
生架：動物性の生薬

0S9) (43) 非生薬：生菜以外の魚・貝設なと,•
(21)

※不明(3)

出展物
(211) 岩石煩 (12) ｛

生 菜：鉱物性の生菜

(50) 非生茨：化石（含ノジュ ー ル禎）、盆石等の自然石
(35)

※不明(3)

｛
考古娯 一 生架：石器、土器など考古辿物など

人工物 (9) (9) 
(20) 工芸類 ー 非生茨：古銭、第、工芸品、瓦など考古辿物以外

(11) (11) 

※分類不能(2)
※分類不能(lQ)

図1 出展品の屈性による分類

2.3 出展品の特徴

出展品を様々な視点で分類することで、 富山湘薬品会の出展構成と特徴を考えてみたい。

(1)「上品」の記載があるもの

．席枝 吋I叫·,
・ ',(,,j!IJ,-j *ウ ・,-;.,

Ill ・庭；冠雄黄 ・神代石／二品

・越中／密菜災苺 ・降神香 JS) • 虎骨 ・古渡／幾那

• 朝鮮大人参 • スランカスランl�I • 含生]':0:C'O) • 綿茄

「上品」の記叔は、 会拗で何らかの品評が行われたことを示すもので、 当時の物産会

などで行った、 出展物を「上 ・ 中 ・ 下品」等に品評する一般的な形を踏製したものと考え

られる。 しかし、「目録」に「上品」と品された物がある一 方でそれ以外の評語は記さ

れていない。 同種の例は他にも見られるとはいえ日新会での品評表が6種の評語による

ことを考えると、 富山湘薬品会の席上で全ての出展品に品評を行ったのか、 また、 その

基準をどこに'ii'cいていたのか疑問点が残る。 だた、 出展物の中で「上品」と評された物

の多くが他国 ・ 外国産であったことから、 出展者がそれなりに収集・出展の際に吟味し

た、 いわゆる自投の逸品だったと見られる。

【
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(2)古銭類の多さ

• 謳i玲古銭 ・十二支大銭 · 征士銭 ・古銭 ・古銭二枚 ・古銭ー枚

全出展数211点に対して古銭が7点、 出展者6人というのは多い方だと思われる。 そ

の辿因には、 富山湘では二代湘主前田正甫と、 そのコレクションを引き継いで培補した

前田利保が全国に知られた古銭の収梨家だったことが挙げられる。

嘉永3年0850)には「泉貨逸品」、 };鉱永5年(1852)には「逸品拾辿jなる古銭図

鑑が畠山で刊行され、 その序文で当時の紅山湘では古銭収染が盛んで、 収集の同士、 同

好者の存在に触れられている叫愛好者の1名のI駁さが出展数に反映したと見るのが自然

であろう。

利保は古銭に関しても兵偽の鑑別の目を持ち、 時々古銭会をl:Jflいたという2"21。 湘主の

趣味は当然湘内にも彩秤し、 湘士やその周辺では伝統的に古銭を梨めている者がかなり

いたという風土的な彩押があったとすれば、 その出展の多さは富山でIJfJかれた薬品会を

特徴付けるものではないかと考える。 出辰物の中で名称が品されて「艮叩粋古銭」「十二

支大銭」「涵士銭」いずれも晋通の通貨ではない絵銭131で、 どちらかと言えば玄人好み

の収集品と見られる。

(3)重複する出展例「賜石」の類

・神釦呪／協•石 ・陽石二品 繹I ヽ�-Ill呪 1l11Jl川1\': . i詞／陽石

陽石の名称が指す品物には二種が考えられる。 まず透l刈石、 透緑閃石、 緑協起石など

で、「1幼起石」ともいい、 生薬として陰萎などに用いられたものである。 また、 盆石、

自然石の形を見立てて付けた銘と考えられる。 例えば「裳根志jには「［湯石」の名で

「色黒ク白キ筋アリ」と紹介されている男根型の石か載る。

目録記載の名称からはそのいずれが判然としない。 ただ、 これらの「1幼石」はいずれ

も産地が明品されていることから、 巽なる地方で産した同種の品を、 その辿いを品評す

るために陳列したものと考えられる。

(4)同類の異種を選んだ出展例

クチナシの変種と思われる、 朝鮮拒子、 千葉拒子、 闘葉山拒の三種が出展されている。

「朝鮮 ー 」に当たる種は未洋。「千葉 ー 」については「袖珍鑑」�\)には尼子の一種として

品載がある。 また「本]';',:図諮Jにはコクチナシの項に千葉梃子の，記載はあるが、 絵図は

ない。「闘葉 ー 」はマルバクチナシであろう。

またイチジクの変杜の例もあり、 細葉天仙采、 矮生無花果、 南京無花呆が出展されて
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いる。「天仙果」はイヌピワの異称。『袖珍鑑」では天仙果を「朝鮮イチジク」と当てる

が、「細菜 ー 」「矮生 ー 」に当たる種類については不明。

目録中には［矮生］の言葉がよく用いられるが、 これは盆栽のように木を矮生化したも

のの慈か、 或いは一般種、 大型種に対して用いられたものと考えられる。 目録中では、

背の低い,�:j山植物にこの言葉が用いられている楊合が多いようである。 また「朝鮮ー」

「南京 ー 」の名称は、 在来種に対して外来種に冠せられることが多い。 ここでは江戸時

代に日本に入った西洋種のイチジクを指していたのではないかと考える。

(5)産地による特徴

①添否から越中産と確認できるもの

· 也q,1,1c谷九枚111""' 鍾乳花紋石

. I陽石／二品 ・：；i額.r-llle1�t!JIII川Ii'.

· 雌川hヤ，／閣石 · 雌111,r:/更紗石

．船ノ叫TI倍／貝卒石 ・越中氷虹／囮子石261

他の地域でl開かれた物産会などに出展された越中産岩石類には、 福光産の玉、 f馬巌や

田川村並の笠石、 木葉石、 五箇山の煙硝などがあるが、 地元の越中でIJ,Jかれた直山湘薬

品会ではそれらの出屎が見られないのは疑問である。 氷見殺の団子石以外に越中西部、

砺波郡迎の出展物の品l説がないのは、 当時加賀滞領であったこれらの地域との、 本刃濃j

係の繋がりの希沌さを窺わせる特徴とも見られる。

②越中立山及びその山域で採狛したと推定されるj•,:•j山梢物類

· 心,,;密葉黄器 :?7) ・也1,/一菜狼牙'!;;) ・越中／梅花菊:!!]) ・越中チゴノマイ30)

・ 立山友Jll ・紅花／鼠麹32) ・ 三葉黄蓮331 ・ヒランジ

• 銀梅:t,'(�11 ・ ツガサクラ ・ ツルコケモゞ • アルセム351

・キタンホ 36) ・•石µ, 只;,-，，l:. • 白辛37) · ッタヤクシュ

. :,·;,: 津升麻：l.-;) ．矮生紫苑か ・白花泥IJ肝01 ・白山枕友111

• ij".-(11,I -'··•,•'·· ,�, • 一葉萎蔽菜131 • ア子モ子,.11 ．苔泥l灼

• 細葉鹿蹄:i�;:)a) ・心紅鶏腿児lGI • 金梅)「,:,;,

「越中 ー 」の品叔から、 上記梢物の泥地には必ずしも立山だけではなく、 白木111条や医王

山などの山域も含まれるかも知れないが、 数の点では、 三方を山に囲まれた越中の風土を

ょく反映している結果である。 立山に限らず、 越中内のいろんな地域で枇物を採取するの

は、 日新会、 物品分種会などの品評会が度々行われてきた経綽も彩密すると考えられる。

硲末の頃には、 植物採染を目的に山へ登る者も出始めたようだが、 その中には必ずし

も生菜ではなく、 純枠な観宜用植物の採染もあった。 時代脊菜には、 海外から花を輸入
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したり、 高山梢物などを珍花として観‘此用に求めるようになっていった園芸プームがあ

って、 江戸や尾張の植木屋が珍しい:,:;-;: 木探しの為に白山 ・立山などへ登っていたり竺

京都の物産会でも立山の高山梢物が出展されていた。

当然、 そのような時代に、 越中では比較的容易に邸山梢物を、 しかも生花で多数出展

できる哀淡であった。 他の物産会などでは、 一時にこれほど多種の邸山梢物を扱ったも

のは見られないことからしても、 これが立山の存在を地の利とした越中で1枇された薬品

会の特徴と見てよいであろう。

30 

③他国産の出展物

●畿内

・京 都：西寺古瓦 ,1,)

・河 内： M内生珈／岩壺50)

●東海迫

・常 陸： f澤霞i紅／兵珠[I形9三匁五分

・駿 河：駁州／陽石

• 伊 勢：研／兵珠二品／ー箇17揺分一筒二分1i1•1•

●中山迫

・下 野：日訊／扶桑木

・伝 談： f,i州砂／魚紋石

・ 美 涙：美膿産石． 知,�,r_/大孔石l砂II人名／犬台石

・ 飛 騨：紐／孟斧

●北陸道

・能 登：能叩／蛍火石

・若 狭：訊／孔雀石Gil

●山陥追

・周 防：証l蹄訊泣／七福神石j2l

●山陰迫

．但 馬：但州産石

．丹 波：丹波櫻石況）

●南海迫

• 紀 伊：祀州フルヤt況／労山石3,1)

・淡 路：絵島産石お）
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• 土 佐： I: 佐,rl月日貝

●西海迫
・肥 前：不知火石

・肥 後：肥1紅／サラ石:.;1

この他にも「彿子貝」、「名荷貝」、「fiJft魚:;;,」、「桔藤子ノ頷:,S)」、「壁虎魚j91」「疏球

貝子」などには産地の記述はないが、越中で産しないので他国産と考えられる。

多くは岩石· 考古辿物類で、貝殻なども見られる。 この分野には弄石家と呼ばれた珍

石の収染家が全国におり、彼ら同士の梢報も交換も頻槃に行われていたので、富山のよ

うな地方都市にも、そのような趣味を持つ同好者は存在していたに辿いない。

また薬種涵に命じて各地の珍品を集めさせたとする品述では

治下二菜裔ノ四方二之ク者多ケレハ此ノ51'/. 二命シ毎歳一回其ノ土ノ泥物

ヲ餅チ帰ラシメ湘臣井二医師ヲY貯蔵スル所ノ菜平菜石其ノ他珍品奇物

ヲ出サシメ 「行略」

とある。 これに基づくと、その成果はこれらの出展物に現れていると思うが、これらの

物の中には菜種と言えるものがほとんど見あたらない点もまた特徴であろう。 菜種商が

どれだけ袖物的な知識や輿味を持ってその任を承けていたのか分からないが、珍しい薬

種の調達を命じたのではなく、いわば本務の他に柚物的に関心のある品物を探させたと

考えられたようである。 収集品の選定も菜柾商に任せられたのか、予め指定した物を探

させたのかという具体的な点もまた不明だが、おそらく1'f娯には、各地を廻った数多く

の元薬尚人たちが先々で入手した品物や·l'i'i'報があったと考えるのが自然であろう。

邸山滸は、早くから-,江山元菜の原料薬種の吟味、仲買人の続制を行っていたが、ぅ＇蒻薬

商人や薬種取引を統制する瑞の反魂丹役所が、弘化元年0844)には産物方の支配下に

骰かれたこと、薬種の流通統制のため・嘉永3年0850)には薬種会所を設ii子；するなどの

動き ,0) に照らしてみれば「各地の珍品」収梨の命を、この辺りから指示を出すことは可

能であったろう。

④海外産と考えられる物

a生薬
・盆枝
．蛤蛉

・占泣1位乍苔611

・ 一角

・脳訥腑
・歯桂

・虎骨

• 木鼈子

· 譴／幾那

· 紐／琥珀
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．窮歿

b非生薬

・3詞／巴旦杏核 ・｝平皮 ・l, 1f木迎it-•J・ ・蒟醤：

・叫腐ホウテン ・孔雀雄一羽 ・長生illヽr/古銭 ・蝦夷虫ノ巣G�I • 瑠瑞

「古渡」、「蛮国」などの記載から外匡l殺と分かるもの、 またはその品物が国内に殺し

ない種類の物などで、 全体の約 一割に当たる。 この中で多くが生架なのは、 大坂などの

菜種商を通して海外産の茨種を買い入れたものと考えられる。 しかし多くはj•,::j謀薬であ

ろうが、 富山必菜で一般的に使用される薬種ではない。

具体的な入手経路が不明だが、 このような品物が当時の越中にもたらされ、 展示する

対象となっていたと言うことに、 本来的な薬品会の片鱗が感じられる。

おわりに

富山湘薬品会が硲末の越中で開催されたことには大きな意味があったと考える。

それは、 会の実態が当時の越中本J'.,'.(学の水準や広がりの一端を示すものであり、1開催

に至るまでの、 特に前田利保と湘の政策に関係した人や物、1礼報の流れは、 近世の地方

都市における学芸活動展IJfjの、 躾味深い::J;:例となるからである。

加えて、 目録や人を介したi翻'j'報の交流は全国的なものではあったが、 実際にIJrJ1化さ

れた物涯会などの実態には、 その地方の風土的な要索、 言い換えれば地域の独自性があ

ったことも指摘しなければならない。、情報の繋がりがあれは全国どこでも同じような展

耕jがあるという沢ではなかった。 そこには、 地域的な栂物的本双学を受け入れる）呂の駆

さ、 裾野の広さであったり、「物」に対するアクセスの利便性であったりする様々な要

索の介在していたことがわかる。 例えば熊野、 木合・伊吹山そして立山などへは享保以

降、 度々採薬の足が向けられ、 その成果は和歌山、 名古屋、 富山などその膝元で1月かれ

た物産会の出展物に反映していると考えられる。

近世の栂物的本京学の展IJ/� を、 自然を対象とした好奇心の具体的な表現と考えた時、

近世地方都市での物産会などの展l!f.J事例の整理は、 物を迎した1廿報の流れと、 その地域

の自然や風土を通して展IJりした地方での学芸活動の内容や、 それに携わった者の実態を

知る上で煎要なことと考える。

そのためには、 多くの地方都市での物産会などのIJH1化例を挙げ、 目録などによりその

内容を把握することが必要となる。 各地での物産会などのIJfH花例についてご教示をいた

だけたら幸いである。

32 



吉野 俊哉／嘉永6年の「富山湘茨品会」開催とその出展品

註

1 )「証山県教脊史」上、 「富山県史」通史租訂v近世下、『富山県薬業史j通史編な

ど。

2)同特別企画辰「立山に奇罪を求めて 一 露山落菜品会を通して一」展示図録27~44

頁「窮山瑞薬品会1封録解説」参照。

3) I}/」他の場所 、会主、年代については、 磯野直秀氏の「薬品会．物産会年表（培訂

版）」（「慶應義熱大学日吉紀要 自然科学No.29J 2001)のデータを利用させていただ

き、上野益三『年表日本栂物学史J(八坂：苫房）から 一祁を補った。

4 )矢部一郎「江戸の本京」（サイエンス社1984) 199頁参照。

5)「新修名古屋市史J策四巻「策八液庶民文化の発淫と学芸3 本卒学から栂物学

へ」参照。

6)伊勢では天保3年(183 2)3月5日、 8月25日に西村広休が 、 また長崎では弘化 1年

(1844)に野田存設が物産会を開いている。西村広休 、 野田森段はともに京都で山 本

亡羊に 本双学を学んでおり、 関 iHlはその影評が大きか ったと見てよいだろう。

7)熊本では宝府8年(1758)、 宝府9年(1759)、 宝r.112年0862)、明和1年0764)

にl)f.Jイ化の記録がある。 時期的に早い開佃で 、 しかも出展 数は3 500点にも及ぷ大 規模

なものであった。『熊府薬物会目録」（武田科学振輿財団杏雨：』：屋蔵[ ,: を1489])が

残る。同目録には立山関辿の品物出展の品j載が二箇所ある。浪嘩木祁吉右衛門が「ー、

: .:, 潅 越中立山産 和名ゼンジャウ松」を出展。 別の箇所 では「ー、 盆瀦匪 立山産

巫出／木祁按二姦ノ字考フル所ナシ 何：内二出ルヤ 恐ハ是玉梱ナラン 虚梱トハ名

称ナルカ」とある。早い時期での、 他地域との立山採集品の交流例として注目される。

和歌山では文化12年(1815)、 天保2年083 1)、 天保9年(183 8)、 安政6年0859)

の4回、 医 学館物産会が開かれた。

福井では、「日本教育史資料巻四jによれば、 医学所済世館では、 文政2年(1819)、

天保3年(183 2)、 天保13年(1842)に薬品会がI片」かれ、 それ以降毎年または数年間

おいて明治維新までIJFJかれたという。目録が作られたよ うだが現存せず、 その規校、

展示内容については不詳。

8 )  173 3年~1815年。 熊本｀湘医。 侍医。 父村井朴見は宝腔6年に湘主細川重衰の命を受

けて熊本語の医学校再春館を剖立。 椿寿はその父を助けて医学舘を輿した。 再春館の

助教を固辞して京都へ出るが後に帰郷。

9)三浦孝次『加賀の秘薬J(石川県薬剤師会 昭和42) 206頁参照。
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10)『足張名所図会」（岡田文園、 野口梅居捩 天保15年刊）咎之二に「尾張湘薬品会

の図」 がある以外は知られていない。

11)大法寺でのIJf.Ji花とする品述の初出は 『富山県史J辿史紺1\「近世下688頁である。「富

山県薬業史jなど、 この内容を引用している文献は少なくないが、 その根拠となった

史料が示されていない点、 今後に検証の余地を残している。

12) r越中史料Jに引かれた［滋永六年の薬品会］の史科諸元は不明。

13)某子 心「：,';'.(木品，］平表についてJ CL匂山市郷土柚物館編『お殿様の
t

恵物図鑑展」図

録 1998) 4 1頁参照。 磯野匝秀「日本柚物学史筵え：c'r- X」(『慶應義塾大学日吉紀

要自然科学No.29.I 2001) 37、 38真参照。

14) 0756~ 1834)。 田村藍水の次男で、 硲府医官栗本昌友の投子になる。 箆政6年から

硲府の医学館で本：,',"(学を講義し、 併せて薬品の鑑定を行った。

15)この「引」は、 利保の侍医であった野中丹室の名で湘かれているが、 利保の薬品会

への意向が反映されていたと見られている。

16)福井久蔵『し昔大名の卑術と文在の研究J (J駁生ltl昭和十二）381・381頁所叔の脊科

による。

17)インドネシア逝の陸島サイチョウのこと。 その商と頭盗骨が江戸時代にホウデン

(1以頂または鶴頂と・内いた）の名で装飾用に輸入、 珍巫された。

18)降兵香のこと。 ミカン科カラポクの木部で、 生薬にする。

19)スランガステmン、 蛇石、 蛇狼石ともいう。 腫物や俗口に当てて）K� を吸い出すの

に用いた。 もとは祉l米品で『物類品1囮Jには「碁石ノゴトキモノ 其価百金二至ル」

とあるが、 平賀源内はオランダ人からそれを見せられ、 翌日には迎骨（古生物の化石）

を削って同じ物を作り、 オランダ人を駕かせたという。「雲根志」にも「京師の人、

況骨を摺りまろめてこしらう。 形状はなはだ似たり、 膿性吸うことも同じ」とある。

龍:·1などで作られるようになってからは薬舗が販ぅじした品録がある。 物産会目録で頻

槃に目にするが、 多くはそのような市販品と思われる。 また行じ廿や限骨そのものを指

して「スランガステン」と言うこともあった。

20)アプラナ科の1年:,店。 アラピア、 シリア、 エジプトの砂涙地域に生宥し、 屹煤期に

は 全:,店が球状になり風に述ばれる。 別名を「えるこそう」、「ジェリコのバラ」とい

い、 出発の際安施のまじないにも使われた。

21)綿抜数昭［和嵌：；防! え・,i;:」（桂：翡房1992)第六派「古銭関係の：性について」参照。

22)『富山市史」第ー咎853頁参照。

23)実際の迎貨ではなく緑起物、に仰などの且的で作られた私鋳銭で、 圧）j券銭ともいう。

34 



古野 俊哉／茄水6年の「；，；［山ぶ呑父品会」間1/i'とその出底品

「十二支大銭」、「長生保命銭」はともに中国製の絵銭の一種。「冨士銭」は日本製の絵

銭で、 裏に富士山を描いた物を指し浅間銭とも言われる。

・赤坂一 郎「日本の絵銭J (害信館出版1994)参照

24)安政3年0856)刊。l前田利保の紺。「本J','(捌目jに沿って生菜の漢名を挙げ、 そ

の下に対応する和淮種名を挙げる。 利保が淡殺の生菜を何に同定していたかを知るこ

とができる史料である。

25)現在の細入村1他谷字入迫付近の俗称。

26)氷見市飯久保の諷箪石。 桁円球形、 球形の石が複雑に組み合わさって結合し、 瓢箪

形を作る。 成因には不明な点が多い。 この時代、 名称は「諷箪石」と「団子石」が併

存する。

27) マメ科オウギ、 キバナオウギの類。 根、 葉を生薬にする。「本：,·:,: 迎串識図j、「奇C)「,:

小I裟l」に叔る「密菜黄者」の屈］からはタテヤマイワオウギが雅定される。

28)この名称からはマメ科のコマツナギ、 バ ラ科ミツモトソウが考えられる他、「袖珍

鑑」ではプスクサを当てる。 またr立山山]',鱈訂（武田科学振輿財団杏雨：， 序屋蔵）に

栽る「 ー 栄狼牙」の図からは「シナノキンバイ」が、 また I 楽普党珍品：,','(木写兵 J

（武田科学振輿財団杏雨：；附丞蔵）に載る「ー葉狼牙」の[iiからは「ミヤマダイコンソ

ゥ」が雅定され、 特定はできなかった。

29) この名称からはユキノシタ科バイカウツギ、 また『奇Cj'店小l菜］」に戦る「ツル梅花菊」

のIiiからは「イワウメ」が雅定される。 小論では後者に雅定した。

30) バラ科チングルマ。「本)'麿判目啓菜」には、 チゴノマイは越中の方言で「オキナ]','(」

のこととある。

31)「奇]',',:小図」に載る「立山・ょ」のl文］からはスゲの類と思われ、 弥陀ヶ原の「餓鬼田」

の中の「ミヤマホタルイ」などが推定される。

32)この名称からは、 ハハコグサ鼠迎]',',: (きそくそう）、「奇:,·;,:小区1」に叔る「立山紅花

鼠辿」の柊Iからは「タカネヤハ ズハハコ」が推定される。

33) キンポウゲ科セリ葉黄蓮などが雅定される。 山本渓愚の「動梢物写生図諮j立山採

菜の券には「三葉黄蓮」の柊lがある。

34) ユキノシタ科ギンバイソウ。 また「奇芍小図 1 に叔る「立山銀枯訊·,:」の柊lからは

「ハクサンイチゲ」が拙定される。 小論では後者に 推定した。

35)『奇]',',:小屈l」に叔る「アルセム」、「立山アルセム」の1啓lからは「タカネヨモギ」が

推定される。

36)『袖珍鑑jでは「キタンポ」を苦菜の類に配列。 災たんぽの慈であろう。「本s,·,:図

UJ
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叫にある「きたんぼ」の柊lを北村四郎氏は「ミヤマタンポポ」に同定する。 但し、

ミヤマタンポポは立山では見られない。 富山県中央植物園の田中政司氏より、 同図か

ら立山 で見られる同種としては「ミヤマコウゾリナ」が椎定できるとのご教示をいた

だしヽた。

37)「袖珍鑑Jではツバメオモトに当てる。

38)「奇:,店小図IJに叔る「矮生京津升麻」の図からは「モミジカラマッ」が推定される。

39)紫苑で「矮生 ー 」に当たる種は不明。『奇内'(小艮11に叔る「矮生紫苑」の区［からは

「ミヤマヨメナ」が推定される。

40) リンドウの一 種。「奇双小区IJに祓る「立山白花泡胆」の区lからは「シロバナタテ

ヤマリンドウ」「トウヤクリンドウ」 などが推定される。

41) r本平図謁」に載る「木會白山産の牝麦」の区［を、北村四郎氏はナデシコ科 タカネ

ナデシコと同定する。 また『奇']';'(小区l」に叔る「白山 ナデシコ 」の区［からは「シラヒ

ゲソウ」が推定される。 小論では後者に推定した。

42)「奇京小屈l」に載る「綿耶」の困からは「ワタスゲ」が推定される。

43)萎萩菜は生薬のカワラサイコを指すが、「ー葉 ー 」にあたる種は未詳。 また『奇'J�(

小I忍1」に戦る「ー葉萎薮菜」 図の形状からは「チョウノスケソウ」が推定されるが、

花弁数が確認できず、 未洋。 小論では後者に推定した。

44)『奇'J\'(小図l」に載る「ア子モ子」の図からは「ヒメイチゲ」が推定される。 キンポ

ウゲ科のアネモネは明治以降に日本に渡来したものなので、 ここでは該当しない。

45) イチヤクソウ科鹿蹄なは、 生薬に用いる。「細葉ー」に当たる種は未詳。「袖珍

鑑」 では「イワカガミ」を当てる。 小論では、 後者に推定した。

46)『袖珍鑑J では氾腿児を「フクレウサウ」を当てる。「奇京小区［」に載る「心紅恙腿

児」の図からは「キジムシロ」が推定される。 小論では後者に推定した。

47)「奇窄小区［」に叔る「n命京キンハイサウ」の区［からは「シナノキンバイ」が推定

される。

48)磯野直秀氏のご教示による。

49) 寺院名の入った粁丸瓦。同様の古瓦は古＜からコレクターの収集対象となっていた。

西寺は現在の京都市南区にあった寺院で奈良時代の創建。 鎌倉時代末に衰退し、 のち

廃寺。

50)太乙萬餘柑。「四根志」には「円にしてかたく、 石中空虚なり。 あるいは石中に土

砂、 小石など あり。 和名榜石、 岩滋、 鈴石など いえり。 諸国に産すといえど も 、 大和

国生駒山に多し」 とある。
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●

)，［水6年の「富山茄必品会」IJ:H作とその出展品

51)装飾用や頒料に用いられる鉱石マラカイトを指す他、 愛石家の間で球状流紋岩の校

様を指して、 クジャクが羽を広げた校様に見立てて孔雀石と称された。

52)岩国市の錦川に住む「ニンギョウトピゲラ」の幼虫が川底の小石や砂粒を狛めて作

った筒巣。 岩国では、 錦帝柏の人柱になった乙女の生まれ変わりという伝説があり、

江戸時代から厄除けのお守りとして「人形石」と称してぅ'i.: られている。

53)菫
：！『石仮晶。 断面が桜の花びらのように見えることからこの名がある。 京都府亀岡

市稗田野の殺が知られ、「雲根志」には「丹波陸に桜花石といふあり」と紹介されて

いる。

54)和歌山涯の自然石で、 表面に滝や残古のような校様があり、 盆石にされた。

55)淡路島の娯勝地絵島で採れる石で、 白くて人物や花、I.'.↓などが彫ったように浮き出て

おり、 盆石にされた。

56)阿藤中岳に見られるJill状の火山弾。 京都の山本澁許室物産会でも「阿麻皿石」は頻

緊に出展されていた。

57)カプトガニ。

58)桧藤子は、 生薬のマメ科モダマの実。 九fl-I以南、 熱帝に分布し、 日本の海岸にもi票

：A芥することがある。 またイスノキの別称で用いることもある。 ここでは「松腹中ヨリ

出」とあるので珍品として出展されたものであろう。

59)クモガイ。「物頚品11叫咎之四に「和名クモカヒ中山偲信録曰螺殻上生五六爪形如

墜J;も名墜虎魚」とあるが、迎常は突起は7本。

60)「富山県史J通史莉諏近世下 40~41頁参照。

61)生薬にされた哺乳類澁種の胆石、 腸内結石の総称。 ベゾアル石、 ヘイサルバサル

（ラ）などとも呼ばれ、 動物種によって色や形が辿う。 当時の物殺会などでは頻槃に

出展されていた。大槻玄沢、 宇田川裕/?iが「彫生新編」でベゾアルを鮮苔と沢し、 牛

の鮮苔を牛黄としている。

62)とんぼ玉（装飾用のガラス細工の玉の総称）の一種。 別名椛太歪、 アイヌ玉とも口

われた。 ガラス製の至でアイヌが装飾品としたが、 北海道、 椋太で作られたものでは

ない。 浅葱色の物が多く、 製作時の気泡の跡が穴となって表面に残ったものを「虫の

巣歪」という。 装飾用に緒締めなどに使われた。

・松井恒幸「北のガラス」（神奈川県立近代美術舘「日本のガラス展」屈1録1974)

・大塚和義「ガラス歪の追」（国立民族学栂物館「ラッコとガラス玉展」図緑2001)

参照。
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「i;令「山滸薬品会目録」の出展品推定のためのレファレンスに対して、 多くの方々から

ご教示を碩いたことを改めて感湖致します。

田中政司氏からは、 絵図からの柏物名の推定に当たって、 また、 磯野直秀氏からは栂

物学史に関して、 それぞれ毀煎なご教示を頂きました。 お名1�1jを挙げて感謝致します。
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古野 俊哉／茄水6年の「富山ぶ＃菜品会」Uiliil: とその出11綽品

付表1 r富山藩薬品会目録」騎記載の出展物分類表

No. 目録J:.の名称 甲 J)'.( 乙 !.f( 丙 項
001 ,ir; 枝 上 ，;,', 天庇物 h/(物::ii 生 必

l\o. 目録上の名称 I 甲 項 乙 項 丙 瑣
051 石秤 l!X i/ヨ11Ai'1II 天旅物 宕石頚 生 必

002 切侶 t/,/,/ホウ•砂 天陀物 動物類 非生必 05'.! 虎骨 LE点， 天光物 動物如 生 必
003 地中ふ谷）改Ill J栢L花紋石 天＂・侭物 岩石類 非生・必 053 島蛇 天殺物 勁物類 生 茨
004 杜生山 天庄物 植物俎i 生 栄 054 厄lit: 牙 天陀物 動物如 非生泌
005 木月ト 天光物 柚物其I 生 必 055 I滋／琥珀II形／二r/汎 天江物 岩石類 生 ・必

006 効冠且I:貨 I,_品 天ei"物 岩石類 生 梨 056 角火．珠 ＿品7 天�I'物 動物ぼi 非生必

007 石密 人工物 吝古%i 非生改 057 一角 天i>iで物 動物れi 生 必

008 -�I\'. 天仙呆 天陀物 Ni物煩 非生菜 05S 白蛇X 天節物 動物泊 不 明

009 木目カシ 不 明 不 明 不 明 059 鮮苔 天陀物 動物煩 生 必

010 キクンホ 天光物 柏物煩 非生・必 060 木1店子 天陀物 柏物類 生 ・泌

011 ヒランジ 天j)j'-物 梢物如 非生深 061 ぶt/幾那 J,::, 天陀物 柏物灯i 生 必

012 矮生無花呆 天陀物 柏物頬 非生菜 062 1;;)]11'. 料I�子 天,i"物 柏物ばi非生必

013 Jill玉 人工物 吝古類 非生煤 063 竹柏 天｝四物 動物姐 非生必

014 秤石 人工物 名古煩 非生泌 064 干栄拒子 天光物 柚物煩 非生必

01s I; 認憚 人工物 名古類 JI; 生必
016 神代石 I·.,::,/二，；； 人工物 ろ古類 非生必

065 白花i)じ柁 は1狙物I柚物類 非生泌
066 11-i桂 ぽ迩物 柚物如 生 必

017 心I•/密：栄貨t(; Iこ,::, 天殺物 梢物頴 生 必 067 如uJil姓 天照物 梢物類 非生必

018 む此 天陀物 柏物J:l'i 非生必 068 割ゾ ー袋狼牙 天陀物 梢物俎 非生茨

019 白辛 天,r,物 柏物ぽi 生 泌 069 ；糾／梅花麻 天陀物 梢物頚 非生必

020 茫茫決明 天光物 !i(i物頻 生 ・'\G 070 咄1フル咋況． 労山石 天陀物 社石穎 非生・えし

021 石下笈枯.,;,: �-1砂 天光物 植物m 不 明 071 悧鮮大人参 且：， 天陀物 柏物如 生 必

022 占JV節答 天殺物 I動物J/i生 必 072 朝鮮引放人冬 天庄物 柏物ぽl 生 ・父

023 森良'(:/必 天｝祖物 動物俎i生 梨 073 スランカスラン ヒ品 天光物 村i物刹l 生 茨

024 依t魚 天旅物 動物伐i非生梨 074 , .. 1 i.. • ,.,. c 
.
1
. 
じ
ヤ• 天""物 梢物ぽi 非生梨

025 ％漁,, 天陀物 動物類 不 明 075 硲花 天j;(c物 柏物ぽi 非生深

026 神代石 �-, 形 人工物 名古煩 非生茨 076 中牟足花 天昭物 梢物類 非生菜

027 大JllJ王 人工物 名古類 非生栄 077 柘 天殺物 梢物煩 非生応

02S 法師骨J 天＂四物 動物伐i 非生妬 07S 櫻桃 天陀物 柑（物煩 非生菜

029 彿子貝 天h'.物 動物知 非生必 079 娯椛 天陀物 柏物J:ii 非生槃

030 f化州れ―./幽火石 天｝ー［物 む石類 非生薬 oso /j1J.I.!; 天廂物 動物類 生 薬

031 勺蛾： 天陀物 勁物類 不 明 OSI 古丁虫 天h'物 動物類 非生薬

032 蝦火虫ノ栄 人工物 工芸類 非生必 082 硲水ノ石 天光物 動物頚 非生煤

033 竹石 天ili"物 岩•石:/Ji非生必 083 !/;(//真珠 天花物 動物類 生 必

034 .ltMi石5 天光物 不 明 非生必 084 石英 天朔物 岩石類 生 災

035 鯰:Jfi石 天陀物 不 明 非生深 0S5 布袋石'." 天陀物 不 明 非生必

036 f., 州小呆／魚紋石 天光物 名石類 非生茨 086 7諦石 天陀物 岩石姐 非生必

037 ＇．叶1'1'1.珈J/も壺 天泥物 む石類 非生必 0S7 Hi皮櫻石 天発物 岩石類 非生・必

03S J廷r,:、 :，1／古銭 人工物 工芸兵i 非生必 ass �:Jノムコノii!;! 八” 天照物 動物如 非生栄

039 "'曲II↓H./I幻；石 天｝四物 岩石類 不 明 089 十二文大践 人工物 工芸甜i 非生茨

040 芝ノfii 天i'r.物 植物封i 生 梨 090 ，； ，；士銭 人工物 工芸如非生改

041 船パ1Hi11<r 以4切•石 天陀物 岩石如 非生深 091 文蛤石 天汗物 岩石類 非生呆

042 珠卒石 天陀物 岩石類 非生必 092 含生Y,',: L·./,/, 天1>r,:物 梢物煩 非生・必

043 �,j銘石 天陀物 動物煩 生 染 093 .;1, ●1一、..,,9, , 天陀物 梢物類 生 茨

044 キジカクレ,,, 天；；行物 柏物ば1 不 明 094 紅シペ天女花 天陀物 li/1物類 非生必

045 ヅクヤクシュ 天討で物 柏物九:i生 菜 095 •:(,: 変 天陀物 l,'(物類 生 必

046 .. 「,:i It升麻 天祐物 植物ぽi非生深 096 .. 1·. ,u_..·:: , 天光物 M物如 生 深

047 矮生槃苑 天光物 柚物類 非生・必 097 1:•i取無花・呆 天j){物 Ni. 物類 非生・必

048 蛇床 天陀物 柚物類 生 必 098 訟!ii./大孔石,,�IIぶ／）討；＂ 天光物 む石m 非生必

049 I砕：神呑 上 ，：：， 天陀物 柚物頚 生 改 099 氾i',V不知火石 天発物 む石類 非生必

050 脱肪脳 天陀物 動物如 生 必 100 乱笈 ・＇＇ ，；ゆ起邸「／勺·じ、,1.,1{ 天節物 動物頚 非生必
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No. 目録」この名称 rp JJi 乙 瑣 丙 項
101 立山麦 天旅物 Hi物は'i 非生深
102 むヲモグカ 天箔物 h'I物頬 非生梨
103 な柏 天�i"物 柏物煩 非生策
104 細菜子持シダ"' 天光物 梢物類 非生必
105 箱子．硲 天粒物 柚物町非生必
106 スゞカケサウ 天j}I:物 柚物類 非生必
107 神代石 二品 人工物 ぢ古類 非生必
IOS 悶石斗：』需瓜'」111,v11,m111a' 天旅物 岩石如 不 明
109 人丸石 天m物 岩石知 非生茨
110 石芝ノ類／ポタン石 天光物 動物類 生 必
Ill 瑠朗 天究物 む•石狂i 非生必
111 貝平石 天陀物 岩石祖I 非生必
I 13 馬/f<j 天陀物 <..i石類 非生改
114 木fi ··1; 天陀物 梢物類 生 必
115 モンペッ 不 明 不 明 不 明
I 16 lり＇』／古瓦 人工物 工芸頚 非生・必
117 数珠 1/l;lli, 附;:'"' 人工物 工芸類 非生・茨
I 18 赤石脂 天/,j臼物 る石伐i 生 茨
119 研ぷ110/具珠11.l,,乞匁Ji分 天P・げ物 動物類 生 ・必
120 屈皮 天陀物 動物姐 生 必
121 蛇含石 天光物 岩石類 生 必
122 .'!.'. 石英 天泥物 柏物類 非生必
123 和1i1胡桃 天旅物 杭物柏 非生・必
124 笠．石 天泥物 岩石:Ui 生 必
125 馬沢石 天陀物 動物如 生 必
126 蚊社樹丈 天陀物 柏物類 ,ュ�こ .·北... 

127 哨l鮮カサユリ 天,;げ物 柑i物類 非生茨
12S 貨花スミレ 天re物 梢物紅I 非生・菊
129 白山 m女 天衛物 梢物ぽ1非生・父
130 爪石 天陀物 む石頻 非生染
131 越中チゴノマイ 天陀物 柚物類 非生保
132 潤,.,,凸..＇.・ 天陀物 柏物J:ij 非生必
133 ー栄萎岐菜 天陀物 柏物類 不 明
134 胡紺述 "' 天筋物 梢物類 生 必
135 闘釆佳 天�f:物 植物類 非生・必
136 肌袋山杞 天祐物 他物類 非生茨
137 ',)/ti/(.&珠 二品 天所物 動物類 非生梨
138 木拙i ;:i 」··.Ii 天坪物 柚物類 非生深
139 神代木 天陀物 岩石類 非生深
140 ア子モ子 天旅物 梢物類 非生改
141 苔況肪 天泥物 柏物頷 非生必
142 投老；,·,; 蒲 天泥物 /l'[物頚 非生・必
143 細必IJ砂蹄内1: 天殺物 柏物甜i 生 必
144 馬吐石 天光物 動物頻 生 栄
145 牛11:I:石 天浙物 動物狂i 生 深
146 魚1,1: ハリ七ンパ ・ ., 天,r.物 動物頻 非生深
147 孔在雄 一羽 天陀物 動物類 非生必
14S 氾院 天P・げ物 梢物類 生 改
149 BIGl'.t衆 I[. 天陀物 柑（物類 非生菜
150 ケイクワンラン 天陀物 杓＇［物類 非生茨

4-0 

No. 目録」この名称
151 し＇：／木j祉if-·J-
152 紺糾ハコペ
153 訛貨
154 布心／桔梗
155 夕コマクフ
156 劫l器千ノ虹l 泣閲I• コリll\
157 玲羊角
158 琉球具子
159 蕊1府貝
160 � ナンシャウ魚 iと一)!_: 小
161 II? 咽／冠形石
162 店餃．
163 必！哀光石
164 古践
165 i槌1111!./リ銭少石
166 ,.� 州/I均•石
167 r湖／孔牝石
16s I 砂／雷斧
169 
170 
171 
172 
173 
174 
175 
176 
177 
17S 
179 
ISO 
ISi 
182 
183 
1$4 
185 
186 
187 
18S 
189 
190 
191 
192 
193 
194 
195 
196 
197 
198 
199 
200 

絵 ，lふ泥石
I :·j柴胡
姫石h:i
芍茨袋半

―
，込·

筏!if(石
u尤社／扶桑木
古践 → :v, 
但州花石
ニ袋l如巫
心紅＇訪腿児
ツガサクラ
舌石 'f↓ 

1',·,: 尽石ノJ'ii . 出，

→恥ィ．．r．,． ,., 

隣I{./ 月日Jl
.11:u,rc: 魚
寄生根
＇『.I均石
M鮮大人苓菜
H/ホウキシ/
が... ,,i, , カ.. [I. 」こ品
金梅,-;,:
銀梅訂i
アル七ム
一菜狼牙
ツルコケモ、そ

邸I/巴且杏核
只子
似虫"
猪牙己茨
蛤蛉
古銭 ーIt

甲 項 乙 JJi 丙 狽
天，(:物 植物粕 生 父
天光物 柏物ぽi 非生必
天殺物 岩石ぽI 生 必
天苑物 柚物刹i �p生深
天陀物 動物煩 非生必
天陀物 f,'(物類 Ji, 生・;\:,
天"(物 動物如 生 必
天m物 動物類 非生必

匡陀物 動物類 非生ぶ
天pl:物 動物類 非生必
天旅物 岩石�( 非生必
人工物 工芸Mi 非生茨
天光物 む石Ui 非生必
人工物 工芸如 非生必
天光物 む石如 非生必
天光物岩石討I 不 明
天発物岩石類 非生薬
人工物 名古灯i 非生必
天1派物 む石丸:j 非生必
天?iで物 柏物如 生 ・栄
天廂物 !I'[物類 非生・Ji,
天苑物 柏物類 生 必
天光物 岩石類 非生茨
天光物 不 明 非生梨
人工物 工芸如 非生必
天発物 る石社i 非生薬
天陀物 柚物類 生 改
天陀物 村（物類 �� 生必
天旅物 杭物類 非生必
天陀物 宕石対i 非生・菜
天光物 岩石灯l 生 災
天光物 動物類 非生必
天庄物 動物如 I非生梨
天殺物 動物其1 非生必
天所物 柚物類 非生・必
天旅物 岩石類 非生炎
天光物 梢物類 生 茨
天陀物 M物丸:[ 生 茨
天p'('物 h―1'i物類 不 明
天祐物 柏物頻 非生・泌
天光物 植物JJi 非生炭

ぽ賄物 柚物如 非生必
天殺物 柚物煩 非生・必
天陀物 梢物煩 非生菜
天陀物 梢物類 生 必
天苑物 動物頬 )I, 生深
天陀物 動物如 生 深
天発物 柑i物頬 生 泌
天�['物 動物ぽI 生 必
人工物 工芸類 非生菜



占野 俊哉／滋水6年の「富山甜・必品会」耕Jill: とその出辰品

No. n録上の名称 甲 項 乙 項 丙 項
201 屈I•氷心'./団子石 天殺物 む石ぽi 非生泌
202 陰命 ＇｀＇ 天庄物 不 明 JP生必
203 J-i\乳石 天究物 岩石ガi 非生必
204 加1冷・記窃／七福神石 天光物 む石類 J), 生必
'.!05 銀鉱 天光物 む石Jj( JI, 生・必
206 鉛鉱 天庄物岩石むI 非生必
207 古餃 人工物 工芸類 非生必
208 含利l吐石 天光物 む石類 JI, 生必
209 令杓石'" I:,:;, 天胚物 む石頴 生 必
210 孔公岐 天庄物 岩石狛 生 必
211 氾"凡．／サラ石 天光物 む石m 非生必

凡 例

・目録品叔211品目の名称から出殷品を推定した結・米を3段階に分類した。

・甲項では「天i四勿」と「人工物」に分類。 その際、 名称からでは、 どちらに該当するか椎

定できなかった2品については不明とした。

・ 乙項では、 天産物についてはそのI函性の由来を「梢物」「動物」「岩石」に、 人工物につい

ては「考古」「エ芸」に分類した。但し、 石器など、 いわゆる当時の「神代石」については、

自然石との区別での中でどの程度人工物として認 ，，哉されていたか疑Itりはあるが、 本表では

すべて人工物に分類した。

・ 一つの名称から複数の品物が推定され、 しかもその分類も複数にまたがつてしまう楊合は、

不明として、 適宜 ，注を付した。

．丙項での生哭・非生薬の分類は、「大和本)作」「本．—,界網目啓蒙j等の本叩：：内に菜効が，；已載さ

れているものでも、 一般的に生薬としではなく、 むしろ観政用等にされたと考えられる物

については「非生薬」に分類し、 適直注を付した。

付表1註

1)以枯:i·;,:はウッポグサ（生薬）を指すが「石下 ー 」に当たる種は未洋。「袖珍鑑；ではジウ

二ヒトエに当てる。 目録ではこれのみ葉腔（押花椋本）あるので、 他に出展された梢物は

生花であったと考えられる。

2)鰐の類。 鰐のペニスは生薬にすることもあったので、 ここでは珍限として全身の椋本や

生体を出屈したのか、 生薬として部分を出展したのかは不明。

3)�f-1']· の一部と推定される。「和淡三オ図会』には鯨の「肉に近き闘き骨を法師骨と名＜此

も亦漁家rr11を採る也」とあるが、 どの部位を指すのか不明。

4)本：,·,·,: 網目」には「陰山、 峨li1山に生ずる虫」とあるが、 何を指すのかは不明。

5)この名称からは、 魚の頭に似た形の石を見立てた名称の他に、 ① 「鮒石」と呼ばれた魚
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の頭にある耳石。②魚の頭のある丁字形の石「眈」。③形が魚に似た、 魚類のIi /幣骨「魚中

魚」などが考えられ、 特定はできない。

6 )ユリ科•キジカクシの他、 泥臨菜、 百部などを指すこともある。「袖珍鑑Jでは「迎涼浮」

を当てる。「本)','遥串諒印に叔る「迎磁·,·,:」のl名lからはタチテンモンドウが推定される。

7)珍奇な角形の兵珠。 只．ィ本的には、 アワピから採れることがある特徴的な角形をした兵珠

を指したと推定される。（松月桁郎氏のご教示による。）

s)岩国のシロヘピ（アオダイショウのアルピノ）のような蛇を金網龍に入れるなどして出

展することは可能であったと思われるc また、 加越能文/_,ド蔵「御薬種目録」では、 カラス

ヘピ（島蛇）に対してマムシを白蛇と品載した例が見られる。

9)鯨の耳石（耳骨）、 または七福神の布袋に似た形の自然石などを見立てたものと推定され

る。

10)マ ッカサウォ。 各地の物迩会などでは9鯛婢源八」 の名称でよく出展されているが、 そ

の品源については不詳。

11) 梱で従いて抜けた女性の愛の滋であろう。 7尺6寸（約2.3m)はギネスプックに叔る長

愛品録とほぼ同じ。 窪美昌保が「富山湘薬品会目録」を明治31年に害生統介松次郎に写さ

せた上、 出展物及び出展者について朱喰で添沖きを付けた「富山湘薬品会目録写本J (富

山県立図贋譴）には「昌保按スルニ該長厖ハ画工香'..'.!女史ノ毛厖ナラン欺」と：；り込みが

ある。 香‘且女史は富山の女性画家、 水上香‘
庁と考えられる。

12)コモチシダの一種。「本:,•;,: 通串諏柊1」に叔る「細葉子持シダ」の図からはイヌワラピある

いはオオカグマの類が推定される。

13)屹煤した巡実を繋いで作った数珠。 駈山迎実とあるので「蔽山臼蓮」 の実を使ったもの

であろう。

14)この名称からは3種が推定された。①ゴマノハグサ科のコオウレン。 ② r袖珍鑑」では

「センフリ」（トゥヤクリンドウ） を当てる。 ③ 「奇苧小IZJ」に叔る「立山胡黄辿」の図か

らは「ネバリノギラン」の類が拙定される。 小 ，；合では②を採って椎定し、 乙項では生薬に

分類した。

15) n衆はヤプソテッの一種。「本：1屈迎串諏図jに載る「燕尾1閉衆」の区lからはヤプソテッの

菜の先端が燕尾状に1井jいた奇形種が推定される。

16)ササウオタマバ工の虫法。「篠魚」、「笹の魚」として知られ、 川に落ちるとイワナ（岩魚）

になるという伝承がある。「立山;;,: 木志」には「箭竹ハ立山ノ茄二多シ内ニサ、 ノ魚アリ

竹筍ノ如クニシテ三四寸箭竹ノ節二生ス」とある。

17)「サッマゴキプリ」、「コパネゴキプリ」なと
キ
・!','(食性のゴキプリ。
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古野 俊哉／品永6年の「麻山活必品会」開催とその出艇品

IS)「本．］
’

；海l□ J :.·;.: 部17谷には「陰命生悔中、 赤色、 沿木懸其子、 府大；森。 今無的ぶ者」とあ

り、「袖珍笠；では「ウミサンゴ」を当てる。「本：,·;.: 網目Jの内容から布；tJ;, イソギンチャク

の類とも考えられるが未洋。 名称は見立てで付けられることもあるので、「ウミサンゴ」に

依れば、 晴瑚製骰物などを出展した可能性も考えられる。 乙瑣では不明とした。

19) 生薬で石燕といわれる腕足類貝類の化石。

付表2 出展品の屈性分類による生薬・非生薬の割合

甲 瑣 天 光 物 人 工 物 分類不能 丙項小JI・ ・ 割合

乙 項 梢物類 勁物類 岩•石類 特定不能 考古類 工芸類 分類不能 小 社 割合(%)

生 薬 31 19 12 62 29.4 

丙項 非生楽 56 21 35 5 ， 11 137 64.9 

不 明 4 3 ，， .:> ゜ ゜ ゜ 2 12 5.6 

乙 項小社 91 43 50 5 ， 11 2 

甲項小 ,;t 189 20 2 

分 類可能社 209 

総 �t 211 

凡 例

・ 甲類 の「分類不能」は、 天苑物、 人工物の何れか判別できず、 付表1甲項では「不明」と

した物である。

・ 乙項の「特定不能」は、 天絃物ではあるが、 乙項では何れの種類に分類されるか判別でき

ず、 付表1乙項では「不明」とした物である。

．丙項の不明は、 それぞれ生楽か非生菜か判別できなかった物である。

・総社の百分率は、 小数第2位を四捨五入したものである。
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付図 地域別、 年代別「物産会など」開催記録
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古野 俊波／嘉水6年の「’富山乱凜品会」耕） iii'とその出展品
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